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(1) 2 年次における小学校教育実習指導の流れ 




第 1回（4月） 学年開始時の指導   
第 2回（7月） 「内々諾」についての指導   



















    2科目以上単位未修得の科目がないこと。 
5条 編入学生については別途定める。 
 












     目」、「卒業必修科目」、「文部科学省令で定められた科目」のうち、単位未修得の科 
     がないこと。 
 






































(ⅰ)「小学校教育実習 実習希望先調査票（様式 1）」 
































































































すことができないか」と尋ねられた場合、9 月から 11 月中であれば、開始期間を小学校の
都合に合わせてずらしてもよい。その際、返事をする前にかならず大学に連絡、相談する。 
 













(1) 3 年次における小学校教育実習指導の流れ 
■3 年次における小学校教育実習事前ガイダンスは、第 1 回「学年開始時の指導」、第 2 回































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  3 1 15 
     美 作 美 子 
平成   2年   3月   4日生 




        （☎123-456-789）        
下 宿 先 又 は 寮 
〒123-4567 
岡山県津山市椿高下 1-2-3 










  徒歩 
 
（ 10 ）分 
 
 
保  護  者 
 
氏 名 美 作  美 男 
〒 
   自宅と同じ 






実 習 経 験 
介護等体験実習 岡山県立誕生寺特別支援学校 平成元年 1月 
        児童養護施設 津山二葉園  平成元年 2月 










趣   味 水泳、ピアノ演奏、手芸 
特   技 書道初段（○○書道会）、空手二段（○○空手会） 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































例 社会科 ４年「備前焼の盛んな地域のくらし」 
 
 ア 学年目標 
（１）より、内容面…「地域の産業の理解」 
       態度面…「地域の一員としての自覚」 
 （２）より、内容面…「地域の地理的環境、地域の発展に尽くした先人の働きの理解」 
       態度面…「地域社会に対する誇りと愛情」 
 （３）より 能力面…「地域の社会的事象の観察、調査。地図や各種の資料の効果的活用」 
             ↓ 
      「地域社会の社会的事象の特色や関連などについて考える力」  
      「調べたことや考えたことを表現する力」 
 イ 該当の指導内容  
 （６）「県の様子について、次のことを資料を活用したり白地図にまとめたりして調べ、県 
■■■ の特色を考えるようにする。 
  ウ 「県内の特色ある地域の人々の生活」 
 ウ 内容の取扱い  
（７）内容のウについては、自然環境、伝統や文化などの地域の資源を活用・保護してい 
■■ る地域を取り上げること。その際、伝統的な工業などの地場産業の盛んな地域を含め 

























○ 第二次 学習計画に沿って、学習問題を追究する場面。 








 ◎ 学習対象である教材そのものについて 
 ◎ 学習内容の指導上の系統（これまでの関連学習と今後に発展する学習） 
 例 社会科 上記単元の場合 
○ 備前焼に関して ・製品の特徴 ・主たる産地 ・原料とその産地 
  ・製造上の特徴 ・歴史 ・関係者の営み ・その他 
○ 指導上の系統 
   ３年 地域での生産活動  ４年 県内の特色ある地域（蒜山地方） 
















































































































































○ ○ 科 学 習 指 導 案 





















































































 例 １ 本時の学習のめあてを決める（確認する）。 
   ２ 学習の見通しを立てる。 
   ３ 調べる。 
   ４ まとめる。 







































 例 社会科・上記単元での本時指導細案例 
① 学習活動１ 美専焼を観察し話し合う。 １０分 
 Ｔ１ 備前焼の壺と花器を見せ、「これは何でしょう」と問う。 













※ 備前焼観察の時間は十分にとり、１つの斑が３つ程度の備前焼の観察ができるようにす  













② 学習活動２ 備前焼の産地を調べる。  ５分 
 Ｔ８ 「たくさん特徴を見つけたね。では、備前焼はどこでたくさん作られているか知って
いますか？」と言いながら、岡山県地形図を黒板右に掲示する。           
  Ｃ 「備前市では」 
 Ｔ９ 「どうしてそう思ったの？」 
  Ｃ 「備前焼祭りに行ったことがあるから・・・」 
 Ｔ10 児童の思いを聞いた後、「先生が備前焼を作っているところの地図を持っているのでし
ょうかいします。」と言って、備前焼窯元や作家の分布図を掲示する。 
















国 語 科 第 6 学 年 学 習 指 導 案 (略案例) 
指導者         印 
実習生         印 
平成  年  月  日（ 曜日）     第 校時        6 年  組  教室 


















































学 習 活 動 
 









   全体で２回 













































































社 会 科 第 4 学 年 学 習 指 導 案 
指導者         印 
実習生         印 
平成  年  月  日（ 曜日）     第 校時        4 年  組 教室 






















第二次 伊部地区で盛んなわけを調べる。            （３） 
 第１時 備前焼の原料や燃料を調べる。 
 第２時 備前焼の作り方を調べる。 
 第３時 備前焼の歴史を調べる。 
第三次  備前焼が伊部地区で盛んなことや備前焼に対する思いを「備前 
    焼新聞」に表す。                   （１） 

















































































 ア 備前焼の作り方に関したこと。 
 イ 伊部地区で盛んな理由に関したこと。 
 ウ 備前焼の歴史に関したこと。 




























算 数 科 第 1 学 年 学 習 指 導 案 
指導者         印 
                              実習生         印 
平成  年  月  日（ 曜日）     第 校時        1年  組 教室 








































    （１１～１８－１位数） 
 １時 １２－９の答えの求め方をブロックを用いて考える。（本時） 
 ２時  減加法の計算の仕方をまとめて習熟を図る。 
 ３時 減々法の計算の仕方をまとめて習熟を図る。 
 ４時 求差の問題について考え、引き算の使える場面の理解を深める。 
































































   １２枚■■はじめにあったおりがみの数     
     ９枚■■使ったおりがみの数        
   残りの数わからない  
・■分かっている数と分かっていない数をはっきりすることにより、
立式を容易にする。 
      （今までにもこのような方法を活用している。） 
○■この問題は何算でしょうか。  
     引き算です。■「残りは」と書いてあるから引き算です。 
・■引き算の根拠になる言葉をはっきりする。 
                                
○■答えは分かりますか。          



























































理 科 第 5 学 年 学 習 指 導 案 
指導者         印 
                              実習生         印 
平成  年  月  日（ 曜日）  第 校時       5年  組 運動場隅 































































































































































































































































































道 徳 学 習 指 導 案 
                               指導者          印 
                               実習生          印 
平成  年  月  日（ 曜日）     第 校時         年  組 教室 
































































































































































































































る。以下、改訂のポイントをあげると次のようになる。                                     
 
































































































































学 級 活 動 第 1 学 年 学 習 指 導 案 
                               （Ｔ1）          印 
                               （Ｔ2）          
印 
平成  年  月  日（ 曜日）     第 校時        1年  組 教室 





























































































  わけについて話し合う。 
 
・色の濃い野菜と色のうすい野菜について生活科で使用 

























































































年   月   日提出〆切










年   月   日提出〆切































































年   月   日提出〆切









































































: 県 立 小学校
住所
ふりがな
: 〒
TEL:
現住所
ふりがな
実習校
実習校
行事日程などの
連絡事項
